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10月31日（金）、連合2026春季生活闘争中央討論集会が開催され、
加盟組織から約570名が参加しました。
連合の芳野 友子（よしの ともこ）会長は、「2026闘争では、実質賃金を

１％上昇軌道に乗せて、これからの『賃上げノルム（規範・相場観）』に
していこう」とあいさつしました。
その後、「2026春季生活闘争基本構想」の説明を受け、中園副事務局長

が航空連合を代表して「高水準の賃上げを実現してきたが、生活が良く
なったという実感には、まだ不足がある。航空関連産業は今後も伸びゆく
成長産業であるという認識のもと、新たに策定した『中期労働政策方針』
に基づき、日本の産業をリードする魅力・やりがいの向上をめざして
いく」と力強く発言しました。

発言する
中園副事務局長

いまこそ、「賃上げノルム」の確立を！

～連合の春闘討論集会で航空連合の認識を発信～

あいさつする連合 芳野会長
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